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幼雛飼料に添加した Amylase および
Protease の効果について
本野利雄・氷上雄三
Amylolytic and Proteolytic Enzymes in Chick Feed 
Toslllo MIZUNO and Yuzo HIKAMI 
家畜・家禽の育成時における生長の良否が，その後の
生産能力に，大きな影響を与えるところから，育成時の
飼養管理には，細心の注意がはらわれている.給与飼料
にしても，蛋白質・エネルギー源の適切な配合をおこな
うほかに，ピタミン， ミネラル，成長促進因子，抗生物
質など，幼若動物および雛の健康維持，生長促進に効果
のある微量成分の添加が広くおこなわれている.
最近，このような添加成分のーっとして，消化酵素を
利用する試みが発表されている.これは，飼料に消化酵
素を添加することにより，幼若動物・雛の消化力を高め，
その結果飼料の利用度を増進して，生長の促進をはかる
のを目的としたもので.Baker1lは仔豚に対して，Beuk 
および Hogan2l は鶏に対して，蛋白質分解酵素を与え
良好な結果を得ている.
著者らは，このような消化酵素の効果を検討するため
に，Amylaseおよび Proteaseの二種の酵素剤を対象
として，白色レグホーン雄雛の発育および消化力に対す
る影響を調べたので，結果を報告する.
実験方法
供試鶏として，白色レグホーン雄の初生雛を用いた.
使用した酵素剤は，大和化成株式会社により，飼料添加
剤として調製された細菌 Amylaseおよび細菌 Prote-
aseの祖酵素製品で，各酵素剤の力価はつぎのとおりで
ある.
Amylase 剤 (Amylas巴7280A.U. ;Protease 5360 P. U.) 
Protease剤 (Protease19588 P.U.; Amylas巴 3503A.U.)
試験区は次の5区で，各区の羽数はし、ずれも15羽とし
た.
1) 対照区
2) Amylase剤 0.1%区
3) /J 0.5%区
4) Protease剤 0.1%区
5) /J 0.5%区
以上の試験区のほかに，酵素剤の毒性を試験するため
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に， Amylas巴剤10%十 Protease剤10%区をもうけ，
3週間飼育試験をおこなった.各酵素剤は，各区に示す
割合を飼料に混合し，餌付け時から試験終了時まで連続
給与した.
飼料は 4週令まで市販の幼雛用配合飼料を使用し，
その後は中雛用配合飼料に切りかえた.飼料の給与は，
制限給餌とし，各区とも同一量の飼料を採食するように
した.ただし，餌付け時より 1週間は，自由採食をさせ
た.
試験期間は，餌付け時より 8週間であって，この間，
毎週体重の測定をおこなし、，また 4週令の雛について
消化率を測定した.消化率は 3羽を 1groupとして，
各試験区それぞれ 3groupについて測定をおこない，
その平均がら求めた.測定は.予備期間3日，試験期間
2日とし，試験期間中の飼料および糞尿につき，所定の
方法によりおこなった的.
実験結果および考察
1.発育
体重の変化は表1に示す.実験開始時における各試験
区の体重は，実験の都合上体重を揃えることができなか
ったため，かなり不揃となっており，酵素剤添加区に比
べ，対照区に，大きい鍛が集まったような結果になって
いる.しかし 3週後の体重は， Amylase O. 1 %区を
のぞいては，いずれの試験区も対照区より高い値を示し
ており Amylas巴0.1%区も，対照区と同程度の体重
に達している.実験開始時における，対照区と酵素剤添
加区との体重差を考慮すると，添加区に，いくぶん発育
の促進が認められるように思われる. 4週以後の各区の
体重には，とくに著しい変化は認められなかった.
つぎに，酵素弗jの毒性を試験するためにもうけた，
Amylase 10% + Protease 10 %区と対照との体重を
比較すると，前者は後者より著しく体重が低下しており，
酵素粗製剤の大量投与は，雛の発育に対して，阻害的な
作用を示すことがわかる.しかし，育醗率は対照区と変
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第 1表 雛の発育におよぼす消化酵素粗
ミミミ 体 重 g (平均値:tS. E.) 。 1 2 3 4 5 
対 P.~ 区 36.8土0.8 61. 9土1.7 95.6土0.8 139.6土1.2 201.9土6.2 292.1士9.1
Amylase剤 0.1%区 35.7土0.8 55.0土1.2 91. 7士1.7 139.1土2.8 203.8土1.8 293.1:t8.5 。 0.5%区 34.8+0.2 52.7土1.0 91. 2土2.1 147.2土3.3 197. 9:t6. 2 285.0+9.2 
Protease剤 0.1%区 34.3土0.2 56.3土2.1 90.1土2.1 142.3土4.0 203. 5:t4. 9 290.1:t6.6 
" 0.5%区 34.5士0.2 57.3土1.4 97.1土2.1 145.7土3.2 203.3:t5.1 286.4土6.3Amylase斉U1O%+
Protease剤 10%区 33. 2:t0. 8 43.7土1.2 66. 5:t2. 5 96.0土4.2
第 2表 各 1 週間ごとの増体率
宍ミで____1 増 体 率 %平均値土S.E・)
¥¥週 l
¥¥¥但 1 2 3 4 5 6 7 8 
対照区 68.7土4.754.2土1.8 46.2土1.3 44.7士2.344.7:t1.5 28.4土6.718.0:tl.3 27.8士1.4
Amylase剤 0.1μ区 1 54.6土3.267.2土♂151.8土1?346.3土2.344.2:t3.3 29.3土2.013.6土1.0 30.0土1.3
l 普*降普。 0.5%区 I51.8士3.381. 2土2.856.0土1.2 34.4士2.844.1土2.029.1土1.9 16.6土1.6 31. 7土1.5
b仰紙刻 0.1%区 64.1:t5.161. 2土3.657.9土2~~ 43.4:t2.2 42.7:t1.4 29.2土1.4 20.5士3.029.3土0.3
l 普発。 0.5%区 I66.5土4.570.2土3.850.5土3.639.7士2.541.1:tl.2 33.4土1.2 15.0土1.027. 9:t1. 0 
市 α話 0.05 紳 α孟 0.01
第 3表 4i!M令の雛の消化率におよぼす消化両手索粗製剤の影響
消化率 タ百 (平均値土S.E.) 
粗蛋白質
夫? 目置 区 90.56土1.28 
Amylase 剤 0.1%区 89.41主1.83 。 0.5%区 87.23土1.46 
Protease剤 0.1%区 88.97土0.50
" 0.5μ 区 87.09土2.11
りなく，内臓諸器管にも.兵常が認められなかったので，
幣素剤に有毒物質が混入されているとは考えられない.
醇素剤各10%添加区は対照区に比べ，探食量が著しく減
少しており，また，酵素剤の大量投与により，飼料の栄
養価が低下することなどが，体重増加の悪い原因となっ
ているものと考えられる.なお，酵素剤の添加により，
採食量が低下するのは， Amylase， Proteaseの酵素そ
のものの影響によるのではなしむしろ，使用した酵素
剤が醗酵製品なので，特有の臭を有しており，これが雛
の晴好に適さないためではないかと思われる.ただし，
少量の添加では，採食量にまったく影響は認められなか
っ7こ.
粗脂肪 組繊維 可溶性無窒素物
94.35土0.35 7.61土8.17 81.13土0.22
94.30土0.35 81.15土0.69
95. 96:t0. 28 3.35土0.59 19.71士0.84
96. 18 :t0. 17 2.99土0.70 80.42土0.28
96.44士0.22 13.07土3.13 79.24士0.17
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雛の発育に対する酵素剤添加の影響を，さらに検討す
るために 1週間ごとの増体率を求め，分散分析により
有意差を調べた(表2). 1週自の増体率は，対照区が
もっとも良く Protease区 Amylase区の)1聞になっ
ている.しかし，この期聞は，自由採食をさせたため，
採食量が試験区により異なることが想像される.それで，
この期閣の増体量の差異が，ただちに酵素剤の影響を表
わしていると判断することはできない. Amylase剤添
加区は， 0.1%， 0.5%区とも 2，3週自の増体率は対
照区よりも優れており，いずれも 1% IeveIで有意差が
認められた.なお， 0.1%区よりも0.5%区が，増体率が
幾分高くなっているが，分散分析の結果では，有意差が
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製剤の影響
6 7 8 
376.2土 3.0 443.4土10.9 566.3土13.8
379.5士 9.9 431. 5土12.8 560.9土17.8
370.5土13.7 435.2土18.3 575.0土26.4
374.4土 8.4 437.9土12.1 566.6土16.5
381.1土 6.7 437.3土 8.4 559.2土10.7
認められなかった. 2， 3週自における Protease剤
0.1%区の増体率は，対照区よりも幾分優れているが，
3週目のみに1% levelの有意差が認められた.Prote. 
aseO.5 ~話区の増体率は，対照区に比べ 2週目は 1μ
levelで有意の差を示しているが 3週目では，有意差
は認められなかった。また， 2， 3週自の Amylase区
とProtease区との増体率につき.分散分析をおこなっ
てみたが，有意の差ほ得られなかった. 4週以後は，対
照区と酵素剤添加区との悶に，増体率の差は認められな
かっTこ.
以上の結果から，酵素剤の添加は 3週令までの雛の
発育に効果を示すが 4週令以後の発育には，ほとんど
影響を与えないものと推測される.さらに 2，3週自
における， Amylase区と Protease区との増体率の聞
に，有意の差が認められなかったので，雛の発育に対す
る効果については，両酵素剤の間に顕著な差はなし、もの
と考えられる.また，酵素剤0.1%添加区と0.5%添加区
との聞にも，有意差が認められなかったので，添加量と
しては， 0.1%が適当と恩われる.
2. 消化率
消化率の測定は 4週令の雛についておこなったもの
で，表3に示すように，対照区と醇素剤添加区との聞に，
消化率の差は認められなかった.このことは 4週令
以後の雛の発育に対しては，酵素剤の添加は，ほとんど
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効果を示さないという前記の結果と一致している.しか
し 3週令までの雛に対しては，酵素剤は発育を促進す
る効果を有しているので，消化寧もまた影響を受けるの
ではないかと考えられる.
要 約
飼料添加剤として調製された， Amylaseおよび Pro・
tease粗製品を使用して，白色レグホーン雄雛の発育な
らびに消化力におよぼす影響を調べ，つぎの結果を得た.
1. Amylase剤 Protease剤ともに 3週令まで
の競に対して，発育を促進する効果を示すが， 4週令以
後の雛に対しては，ほとんど効果が認められない.
2. 雛の発育に対する効果は， Amylase剤， Prote. 
ase剤の聞に大きな差異はなく，添加量としては，両酵
素剤とも飼料の0.1%が適当である.
3. 4週令の競について，消化率を測定したが，酵素
剤添加の影響は認められなかった.
終りに臨み，酵素剤を提供して頂いた，大和化成株式
会社に感謝の意を表する.
(家畜飼養学講座，昭 37.8. 31 受理)
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Re自um品
Crude preparations of amylase and of protease 
are added to the chick feed in an amount of 0.1-
0.5 per cent of feed. Both preparations have a 
stimulatory effct on the growth of 0-3 weeks old 
chicken， but no effect on older ones. 
(Laboratory of Animal Feeding) 
